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学生は,認知検出クリッカーCognitive Detection Chcker (以下,CDC) を用いて解答












\bullet タイブ \mathrm{A} :累次積分のみの問題からなる教材
1. 主問題 (2題,Al, A2)
2. 主問題の理解を促す問題 (4題, \mathrm{A}3\sim \mathrm{A}6)
3. 確認問題 (2題,A7, A8)
\bullet タイブ \mathrm{B} :領域と不等式の問題と累次積分の問題からなる教材
1. 領域と不等式 :主問題 (2題,Bl, B2)
2. 領域と不等式 :主問題の理解を促す問題 (2題,B3, B4)
3. 累次積分 :Bl, B2と同じ領域での問題 (2題,B5, B6)
4. 累次積分 :確認問題 (2題,B7, B8)
領域 D について考えます. x を 0\leqq x\leqq 1 の範囲で1つ固定します.このとき, y の動く範囲は次のようになります.
ア \leqq y\leqq イ
問題1 ア に入れるものとして正しいものを (1−1) \sim (1-4) の中から選びなさい.
(1 \cdot 1)  0 (1‐2) 1 (1‐3) x+1 (1‐4) x-1
伺題2 イ に入れるものとして正しいものを (2−1) \sim(2-4) の中から選びなさい.
(2−1) 1 (2‐2) 2 (2‐3) x+1 (2‐4) x-1
領域D において,最初に x を 0\leqq x\leqq 1 の範囲で1つ固定し, y を動かして y について積分します.次に x を 0\leqq x\leqq 1
の範囲で動かして x について積分します.
\displaystyle \parallel_{D}f(x, y)dxdy=\int_{0}^{1}\{\int_{\frac{}{1}}^{\text{エ}}\frac{\cap}{ $\vartheta$|}f(x, y)dy\}dx
問題3 ウ に入れるものとして正しいものを (3−1) \sim (3-4) の中から選びなさい.
({\$} \cdot 1) 0 (3‐2) 1 (3‐3) x+1 (3‐4) x-1
問題4 エ に入れるものとして正しいものを (4−1) \sim (4-4) の中から選びなさい.
(4−1) 1 (4‐2) 2 (4‐3) x+1 (4‐4) x-1
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(1) (2) x+1 (3)
問題1 (1) の斜線部分の領域を表す不等式を (1—1) \sim (1-4) の中から選びなさい.
(1—1) x\geqq 0 (1−2) x\leqq 0 (1‐3) y\geqq 0 (1‐4) y\leqq 0
問題2 (2) の斜線部分の領域を表す不等式を (2‐1) \sim(2-4) の中から選びなさい.
(2‐1) y\geqq 1 (2‐2) y\leqq 1 (2‐3) y\geqq x+1 (2‐4) y\leqq x+1
閥魑3 (1) と (2) の共通部分である (3) の斜線部分が重なっている領域を表す不等式を (3−1) \sim (3-4) の中から選
びなさい.
(3‐1) x\geqq-1, y\geqq 0 (3‐2) -1\leqq x\leqq y-1 (3‐3) 0\leqq y\leqq x-1 (3‐4) 0\leqq y\leqq x+1
問題4 (4)の斜線部分が重なっている領域を表す不等式を (4−1) \sim(4-4) の中から選びなさい.
(4−1) 0\leqq x\leqq 1, 0\leqq y\leqq 1 x+1(4)(4‐2) 0\leqq x\leqq 1, 0\leqq y\leqq 2
(4‐3) 0\leqq x\leqq 1, 0\leqq y\leqq x-1
(4‐4) 0\leqq x\leqq 1, 0\leqq y\leqq x+1
最初に y について積分し,次に x\}_{1}^{ $\tau$}
\displaystyle \int\int_{D}f(x, y) dady=\displaystyle \int^{\underline{\prod \text{イ}}}
ア
(*) \overline{\prod \text{ア}} から イ は
問題1 ア に入れるものとして正しいものを (1−1) \sim(1-4) の中から選びなさい.
(1\cdot 1) 0 (1‐2) 1 (1‐3) y^{2} (1‐4) \sqrt{y}
問題2 「\displaystyle \prodイ に入れるものとして正しいものを (2−1) \sim(2-4) の中から選びなさい.
(2‐1 \rangle  0 (2‐2) 1 (2‐3) y^{2} (2‐4) \sqrt{}
(*) ウ から \displaystyle \prodエ は  y の積分範囲です.
問題3 「\displaystyle \prodウ に入れるものとして正しいものを (3−1) \sim(3-4) の中から選びなさい.
(3‐1) 0 (3‐2) 1 (3‐3) x^{2} (3‐4) \sqrt{x}
問題4 エ に入れるものとして正しいものを (4−1) \sim (4-4) の中から選びなさい.
(4‐1) 0 (4‐2) 1 (4‐3) x^{2} (4‐4) \sqrt{}
図1 教材
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タイブ \mathrm{A} は従来の教授方法に基づく教材であり,タイプ \mathrm{B} はこれまでとは異なるアプ
ローチによる教材である.図1は教材の問題A3, B3, A7, B7である.A3, A4, B3,
B4は理解を促す問題であり,教材の重要な部分である.確認問題の A7とB7, および






\bullet 教材 :累次積分 タイプ \mathrm{A} , タイプ \mathrm{B} (各問題数8題)
\bullet 対象 :物質工学科4年35名
\bullet 実験授業の流れ
1. 各学生に教材 (紙媒体) とCDC を配布
2. 実験授業の説明 (約2分)




タイブ \mathrm{A} とタイプ \mathrm{B} の教材を用いるため,事前に学生35名を \mathrm{A} 群18名と \mathrm{B} 群17名
の2つの群に分けた.はじめに,第3学年後期の微積分Ⅱ \mathrm{A} の成績順に上位グループ,中
位グルーズ 下位グループの3グループに分けた.次に,各グループから半数の学生を
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